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は「9 歳レベルの峠（通称 9 歳の壁）」と言われており、日本だけでなく世界的な問題と
なっている。その後、聴覚口話法による教育の限界が覆ることはなく、様々な議論が重














った。2：3 時に左耳に人工内耳埋め込み術（日本コクレア社 CI24)を受け、2：4 に音






【結果と考察】(1)手話による表出語彙数は、1：6 時 69 語、その時、手話による 2 語連
鎖出現。1：8 時 169 語、指さしを含む 3 語連鎖出現。2：0 時 310 語、実質語の 3 語連










【発表状況】  第 56 回 音声言語医学会（岡山：2011 年 10 月 6・7 日）で発表を行った。  
日本小児耳鼻咽喉科学会誌に近日投稿予定である。  
